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◆ 対面式を行いました ◆ 

 ４月９日（水）、体育館にて中高合同の対面式を行いました。高校生徒会長による新入

生歓迎のあいさつの後、応援委員会や吹奏楽部によるパフォーマンスが披露され、新入生

にエールをおくりました。

 
 
 
 
 
 
 
 応援委員会のパフォーマンスに圧倒された新入生が多く、最初は驚いた様子でしたが、 
最後は手拍子で盛り上げていました。 
 

４月 10 日（木）には、中学対面式を行いました。学校についての○✕クイズや委員会、

部活動などの紹介など、学校生活について上級生がわかりやすく説明していました。 
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「生命のエネルギー」      校⾧ 細貝 雅之 
 

家のある常陸大宮市から学校のある日立市までの山坂道を、トンネルを５つ通って通勤し

ています。毎朝、山の色が少しずつ変わっていきます。４月初旬は木々の新芽の薄緑色に花

の色が混じり合い、「山笑ふ（う）」という季語の通りの柔和
にゅうわ

な表情を見せていたのが、今は

若葉の緑色がしだいに濃くなり、そこに山藤の薄紫が混じり始めています。 

高校の頃、当時教わっていた国語の先生に「奥久慈の山々は一年でいつが一番いいと思

う？」と聞かれ、「秋です」と答えました。するとその先生は、「そうか。でも先生くらいの

歳になると、春の若葉の頃が、生命の息吹を感じて、一番いいんだよな。」と言いました。あ

の時の先生の年齢を越えた今では、そのことがよくわかります。 

樹木は、この溢
あふ

れんばかりの過剰を 使うことも、享受することもなく自然に還す 

  動物はこの溢れる養分を、自由で 嬉々
き き

とした自らの運動に使用する 

 これは 18 世紀のドイツの詩人シラーの言葉です。植物が、太陽のエネルギーを過剰なま

でに固定し、惜しみなく動物たちに与えていることで、地球上には多様な生命が息づいてい

ます。生物学者の福岡伸一さんは、生命は利己的ではなく、本質的に利他的であるといい、

その営みを「動的平衡
へいこう

」という言葉で表しています。（『動的平衡は利他に通じる』福岡伸一

著、朝日新書、2025） 

 皆さんは、生命力の溢れる、人生の春を生きる中学生です。もし、４月からの緊張の中で

そのことを忘れていたなら、一度外の緑を眺めて、溢れる生命のエネルギーの中に自分がい

ることを思い出して下さい。そして、いろんな養分を吸収して、ぐんぐん成長していきまし

ょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の主な予定               ６月の主な予定 

１日（木）委員会 
２日（金）体位測定 
３日（土）憲法記念日 
４日（日）みどりの日 
５日（月）こどもの日 
６日（火）振替休日 
７日（水）第１回ＰＴＡ全体委員会 
８日（木）科学講演会（日立市民会館） 
９日（金）１年心臓検診 
13 日（火）～14 日（水） 
     １年オリエンテーション合宿 
15 日（木）３年内科検診 
17 日（土）ＰＴＡ総会・授業参観 
19 日（月）代休（５月 17 日分） 
20 日（火）～21 日（水） 
     県北総体（陸上競技） 
22 日（木）進路ガイダンス 
     考査前部活動休止期間（～27 日） 
27 日（火）～28 日（水） 

第１回定期考査 
29 日（木）２年内科検診 
30 日（金）避難訓練 

５日（木）委員会 
11 日（水）白堊祭準備（午後） 
12 日（木）白堊祭準備（弁当持参） 
13 日（金）白堊祭（弁当持参） 
14 日（土）白堊祭（弁当持参の予定） 
16 日（月）代休（６月 14 日分） 
18 日（水）中高野球応援練習、熱中症講話 
19 日（木）１年内科検診 
19 日（木）～20 日（金） 

県北総体（水泳競技） 
27 日（金）ＳＳＨ研究発表会 
30 日（月）～７月１日（火） 

県北総体（卓球競技） 
 

 

 

 


